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HT29215 古文書を読んでむかしの災害を調べよう  

  開 催 日 ： 

 

  実 施 機 関： 

 （実施場所） 

  実施代表者： 

（所属・職名） 

受 講 生 ：                

関 連 ＵＲＬ： 

 

平成29年 8月21日（月） 

 

京都大学 

宇治キャンパス宇治おうばくプラザ 

加納 靖之 

防災研究所・助教 

小学生 1 名・中学生 18 名 

 

【実施内容】 

 

 2017 年 8 月 21 日（月）10 時から 16 時に，京都大学宇治キャンパスおうばくプラザ  セミナー室 1・2 におい

て実施した．小学生 1 名，中学生 18 名の計 19 名の参加があった． 

 

プログラム概要は以下のとおりである． 

 

09:50〜10:10  受付（集合場所：おうばくプラザ） 

10:10〜10:15  開講式（あいさつ，日程説明，諸注意，科研費の説明） 

10:15〜10:50  講義(1)「古災害研究-なぜむかしの災害を調べるのか」 

11:00〜11:40  講義(2) 「くずし字解読の基礎」 

11:40〜13:00  昼食（生協食堂） 

13:00〜13:40  実習(1)「古文書を読んでみよう（明治の日記）」 

13:50〜14:30  実習(2)「古文書を読んでみよう（京都の古文書）」 

14:30〜14:40  クッキータイム 

14:40〜15:20  発表会 

15:30〜16:00  修了式（アンケートの記入，未来博士号の授与） 

16:00         終了・解散  

 

 ほぼプログラム通りに実施したが，準備の過程で内容が過剰すぎることに気づき，やや分量を減らした．ま

た，当日の進行状況により，柔軟に変更した部分もある．生徒さん自身に古文書を解読してみる時間をとるこ

とができたのは意義があった．くずし字の辞書を人数分用意することができないことや発表時間が少ないこと

も考え，グループで取り組むことにしたが，即席のグループで取り組むのは難しかったようで，今後同様の時

間をもつ場合にはよりよい内容になるように考えていきたい． 

 申し込み者には，事前に資料を配布した．また終了後にもアンケート結果を踏まえて関係資料とともに手紙

を送付した． 

 遠方の学校から多くの参加があったことに驚いた．逆に地元の学校からの参加が案外少ないことも特徴で

あった．これは，当プログラムで取りあげたような研究テーマはどこでもやっているものではなく，生徒さんや保

護者の意思によって遠方からでも参加されているものと考えた．もし地元からの参加を増やすことを考えるの



 

であれば，実施時期や実施内容，広報に更なる工夫が必要であろう．マニュアルで推奨されていたように単に

チラシを配布するだけでは難しいのではないか． 

 生徒さん自身の研究成果を持参された方がおられ，その内容について，空き時間に議論することができた．

今後が楽しみだと感じた． 

事務局との協力体制としては、宇治地区事務部研究協力課が委託費の管理と支出報告書の確認、実施者

と共に本事業の広報活動、受講生募集、その他事業の実施に関して必要なことを行い、研究推進部研究推進

課が振興会への連絡調整と、提出書類の確認・修正等を行った。 

 

 

 

【実施分担者】 

加納 靖之 防災研究所・助教 

 

 

 

 

【実施協力者】     0  名 

【事務担当者】 

研究推進部研究推進課研究助成掛・掛長 山下 絵理子 


